
紹
　
介

R
・
W
・
サ
ザ
ー
ン
著
（
上
條
敏
子
訳
）

『
西
欧
中
世
の
社
会
と
教
会

一
教
会
史
か
ら
中
世
を
読
む
一
』

　
本
書
は
、
即
≦
．
ω
o
償
静
巽
P
壽
琳
馬
ミ
き
織
－

§
§
駄
琳
隷
9
§
9
§
ミ
鴨
藁
奪
出
資
勲
℃
Φ
亭

σq

曹
ﾚ
b
d
o
o
器
し
O
刈
O
の
全
訳
で
あ
る
。
著
者
の

サ
ザ
ー
ン
（
｝
九
一
二
～
二
〇
〇
～
）
は
、
特
に
、

一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の

中
世
社
会
を
生
き
生
き
と
描
い
た
噸
中
世
の
形

成
』
（
み
す
ず
書
房
、
～
九
七
八
）
で
名
高
く
、
今
回

邦
訳
さ
れ
た
本
書
に
お
い
て
も
、
豊
富
な
史
料
と

具
体
的
な
事
例
を
用
い
た
叙
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。

で
は
さ
っ
そ
く
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
最
初
の
二
章
で
本
書
の
基
本
的
な
方
向

性
と
見
通
し
が
提
示
さ
れ
る
。
第
～
章
「
教
会
と

社
会
」
に
お
い
て
は
、
教
会
と
社
会
を
分
離
し
た

も
の
と
し
て
は
理
解
せ
ず
、
教
会
や
修
道
院
な
ど

の
組
織
的
変
遷
を
、
社
会
変
容
の
中
に
位
置
づ
け

よ
う
と
す
る
本
書
の
ね
ら
い
が
明
示
さ
れ
る
。
著

者
は
、
中
世
の
教
会
と
社
会
は
一
つ
で
あ
り
、
両

者
は
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
関
係
で
あ
っ
た

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
第
二
章
「
時
代

区
分
」
で
は
、
本
書
に
議
論
の
枠
組
み
を
与
え
る

た
め
、
七
〇
〇
～
～
〇
五
〇
年
一
初
期
の
時
代
、

一
〇
五
〇
～
＝
瓢
○
○
年
　
成
長
の
時
代
、
一
三

〇
〇
～
一
五
五
〇
年
一
不
穏
な
時
代
と
い
っ
た
時

代
区
分
が
提
起
さ
れ
る
。
こ
の
区
分
に
沿
っ
て
、

世
俗
権
力
が
宗
教
的
権
威
に
支
え
ら
れ
て
い
た
時

代
か
ら
、
教
会
改
革
後
の
聖
俗
分
離
と
教
会
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
の
強
化
を
経
た
後
、
政
治
的
・
社
会
的

変
動
を
受
け
て
教
会
勢
力
が
動
揺
を
始
め
る
時
代

ま
で
の
歴
史
的
展
開
が
示
さ
れ
て
い
く
。

　
続
く
三
つ
の
章
で
は
、
ロ
ー
マ
教
会
あ
る
い
は

教
皇
庁
の
形
成
と
教
皇
政
治
の
展
開
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
る
。
第
三
章
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
分

裂
」
に
お
い
て
は
、
七
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
渡

る
西
欧
世
界
に
つ
い
て
の
歴
史
が
、
ロ
ー
マ
教
会

と
ギ
リ
シ
ア
教
会
の
関
係
性
か
ら
読
み
解
か
れ
る
。

～
〇
五
四
年
の
教
会
大
分
裂
に
至
る
両
者
の
関
係
、

そ
し
て
、
分
裂
以
後
に
再
統
一
の
道
が
模
索
さ
れ

つ
つ
も
、
最
終
的
に
ロ
ー
マ
教
会
の
勝
利
に
終
わ

る
ま
で
の
過
程
が
綴
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
い

で
、
第
四
章
「
教
皇
権
」
に
議
論
は
移
る
。
こ
の

章
で
著
者
は
、
前
述
し
た
時
代
区
分
に
沿
い
、
教

皇
権
力
と
そ
れ
を
裏
付
け
た
権
威
を
問
う
。
初

期
・
成
長
の
時
代
に
「
聖
ペ
テ
ロ
の
代
理
人
」

「
キ
リ
ス
ト
の
代
理
人
」
と
し
て
の
権
威
を
背
景

に
強
大
な
権
力
を
引
き
出
し
て
い
た
教
皇
が
、
後

に
そ
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
、
行
政
活
動
に
忙
殺
さ

れ
て
い
く
姿
が
こ
こ
で
描
か
れ
る
。
第
五
章
「
司

教
と
大
司
教
」
内
で
は
、
前
章
で
検
討
さ
れ
た
教

皇
と
教
皇
庁
を
支
え
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
ー
司
教

団
一
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
る
。
国
王
の

片
腕
と
し
て
俗
人
教
化
に
努
め
て
い
た
カ
ロ
リ
ン

グ
期
の
司
教
が
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
崩
壊
以
後
一

三
世
紀
に
か
け
て
、
教
皇
支
配
へ
の
従
属
を
強
め

て
い
く
様
を
、
著
者
は
示
す
。

　
最
後
の
第
六
・
七
章
で
は
、
主
に
修
道
会
中
心

の
議
論
が
な
さ
れ
る
。
第
六
章
「
修
道
会
」
に
は
、

本
書
で
最
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る
。

こ
の
章
で
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
院
か
ら
新
修

道
会
ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
修
道
参
事
会
と
シ

ト
ー
会
　
　
、
そ
し
て
托
鉢
修
道
会
へ
と
続
く
、

一
連
の
修
道
会
（
院
）
に
つ
い
て
の
概
観
が
試
み

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
俗
入
に
よ
る
寄
進
や
こ
れ

に
対
す
る
修
道
院
の
祈
祷
、
托
鉢
修
道
会
に
よ
る

説
教
活
動
と
い
っ
た
具
体
的
な
実
践
が
取
り
上
げ

ら
れ
つ
つ
、
各
修
道
会
（
院
）
と
都
市
お
よ
び
農

村
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
の
描
写
が
進
め
ら
れ
る
。

特
に
著
者
は
、
修
道
会
の
歴
史
こ
そ
が
、
社
会
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的
・
宗
教
的
変
化
の
相
互
関
係
を
他
の
ど
こ
よ
り

も
明
確
に
表
現
し
て
い
る
と
力
説
す
る
。
本
章
で

と
り
わ
け
具
体
的
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
の
も
、
こ

う
し
た
見
方
が
～
因
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
七

章
「
周
縁
の
修
道
会
と
、
修
道
会
に
対
す
る
ア
ン

チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
宗
教
運
動
」
で
は
、
前
章

で
検
討
さ
れ
た
修
道
会
と
関
連
し
て
、
そ
の
周
縁

を
取
り
巻
く
集
団
に
つ
い
て
の
上
書
が
な
さ
れ
る
。

こ
こ
で
そ
の
対
象
と
な
る
の
は
、
民
衆
宗
教
を
体

現
す
る
鞭
打
苦
行
団
や
、
女
性
を
中
心
と
す
る
ケ

ル
ン
の
ベ
ギ
ン
会
、
そ
し
て
、
デ
！
フ
ェ
ン
テ
ル

（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
共
同
生
活
信
心
会
な
ど
で
あ
る
。

著
者
は
、
具
体
的
な
人
物
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
正

統
教
会
組
織
と
は
一
線
を
画
す
、
ベ
ギ
ン
会
の
忘

我
・
幻
視
的
な
神
秘
主
義
的
活
性
や
、
形
式
的
な

拘
束
的
誓
願
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
内
面
的
な
魂

へ
の
隠
遁
を
求
め
る
共
同
生
活
信
心
会
の
霊
性
な

ど
を
、
こ
れ
ら
周
縁
集
団
か
ら
読
み
取
ろ
う
と
す

る
。
最
後
に
結
論
部
で
、
こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き

た
議
論
が
簡
潔
に
総
括
さ
れ
、
本
書
は
締
め
く
く

ら
れ
る
。

　
本
書
で
展
開
さ
れ
る
流
麗
か
つ
、
時
に
は
大
胆

な
比
喩
を
用
い
た
歴
史
叙
述
は
印
象
的
で
あ
る
。

ま
た
、
著
者
が
多
種
多
様
な
史
料
か
ら
引
用
す
る

数
多
く
の
証
雷
や
記
録
に
、
読
み
手
は
同
時
代
人

の
生
き
た
世
界
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
や

や
も
す
る
と
里
離
乾
燥
な
事
実
の
羅
列
に
終
始
し

て
し
ま
い
が
ち
な
概
説
書
と
は
異
な
り
、
本
書
を

無
理
な
く
通
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
因
は
、
こ

れ
ら
の
点
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た

し
か
に
、
本
書
は
そ
の
原
著
の
古
さ
故
か
、
近
年

に
お
け
る
宗
教
史
研
究
の
成
果
と
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
、
問
題
と
さ
れ
る
部
分
も
多
い
。
し
か
し
、

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
不
可

欠
な
教
会
組
織
と
社
会
の
関
係
を
、
該
博
な
史
料

知
識
と
華
麗
な
筆
致
に
よ
り
丹
念
に
跡
づ
け
た
本

書
は
、
依
然
と
し
て
良
質
な
入
門
書
と
し
て
の
価

値
を
失
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
巻
宋
に

は
索
引
や
六
～
一
六
世
紀
に
か
け
て
の
教
皇
一
覧

に
加
え
、
著
者
の
業
績
一
覧
も
ま
と
め
ら
れ
て
お

り
、
有
益
で
あ
る
。
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